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【学会記事】

会計学97サ マーセ ミナーイ ン京都

1997年8月4日(月)か ら8月6日(水 〉 まで の2泊3日 の 日程 で,.会 計 学97サ マ ー セ

ミナ ー イ ン京 都 が 平 安 会館 〔京 都 市 上 京 区)で 開 催 され た。 こ の サ マ ー セ ミナ ー は ,関

東,東 海,関 西,九 州 な どを 中心 と して 活 躍す る 会 計 学 研 究 者 が 年 に二 度 集 ま り,寝 食

を共 に しなが ら エ ン ドレ.スで激 論 を た た か わす こ とを 旨 と して,会 員 が 多 い 大 学 を 当番

校 と して過 去 十 数 年 続 い て きた。 今年 の サ マ ー セ ミナ ー は,京 都 大 学 を当 番 校 と して 開

催 され,100名 を 超 え る 登録 会 員の う ち,多 い 日で50名 近 くが参 加 して大 盛 況 で あ った 。

今 年 の サ マ ー セ ミナ ー ほ,以 下 の プ ロ グ ラ ムで 開催 さ れ た。

第1日(8月4日)〔15二 〇〇一21:30〕

⊂)使途 秘 匿 金 お よび 交 際 費 の 会計 的考 察

○ 環 境 情 報 開 示 の 意義 と限界

()倒 産 指 数 とそ の応 用

宮本幸平氏(京 都 大学大学 院)`

向山敦夫氏(大 阪直立大学)

松本敏 史氏(同 志社大学)

富田知嗣氏(名 城大学)

:第2目(8月5日)〔9:00-20=00〕

(:)アメ リカの会計.基準設定過程 におげるロ ビイ ング活動

大石桂一氏(佐 賀.大学)

○感性領域の管理会計 山本浩二 氏(大 阪府立 大学〕

○ シンポジ ウム

「21世紀 に向けた夢育 む会言「.研究の探 究、 藤 井秀樹氏(京 都 大学)

柴 健次氏(関 西大学)

水野一郎氏 〔佐賀大学)
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懇親会

第3目(8月6日)〔9;30-17=00〕

○業績評価問題における会計情報 の作成 ・利用 と報告責任 システ ムの構築

高侶真一氏(久 留米大 学)

Q税 効果会計の動向 中田信止氏(桃LI1学 院大学〉

楊 秀麗氏(桃 山学院大学大学院)

Qア メリカにお ける会計情報公 開 と写 真情報公 開 山地秀俊 氏(神 戸大学)

この セ ミナーでは,報 告A形 式(報 告30分,討 論45分)と 報 告B方 式(報 告60分,討

論ア5分)と が あ り,通 常 の学 会 とに異な って徹底 的な議論が行われ た。 しか も,合 宿型

の セ ミナーで あるため,議 論 は報告 会場か らホ テルの部屋 にまで持 ち越 され,白 熱 した

.議論が明 け方まで続 いた グルー プもあ った。また,シ ンポ ジウムで は,19世 紀か ら20L

紀 にか けて会計 が大 きく変化 した ように,20世 紀 か ら21世 紀 にか けて会計が大 き く変化

す るだ ろ うとい う見解 とあ まり変化 しないだろ うとい う見解 とが激突 した。結論 はで な

か ったが,じ つ に有意義であ りかつ 楽 しい議論で あった。

全国各地か ら延べ 人数130数 名が参 加 した会計学97サ マーセ ミナーイ ン京都 も,次 年

度 には九州で再会す ることを誓 って、最終 日(8月6日)の 午後5時,閉 会 した。

(上総康行)
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宋蛉新彊大学教授講演会の報告

⊥997年1〔}月7日1:火L午 後2時 よ り5時 まで,法 経本館3階 会議室 において宋吟新

彊大学教授 をお呼 び した講演 会を開催 した。講演 タイ トルは,「 中国 の内陸部開発 と新

彊ウ.イグル自治区の対外開放」で,同 席 のアプ リキム ・ハサ ン新彊人学経済管理学 院副

教授 にも解説 し導いただ きながらの充実 した講演会であ った。

「]国は.78年 以来の改 革開放 の発展の 中で,地 域格差 問題 が クローズ ・ア ップされ て

い るが,そ の中で も中国 西部の開発問題は,少 数 民族 問題 とも関わ って特 に注 目されて

いる。報告者 の宋吟教授 は漢民族であるが,清 朝 時代か ら新彊 に住む家系の出身で,ウ

イグル族 にも大変慕われ多 くの友 人を持つ教授 ら しく新彊 を知 り尽 くし.そ れを全 面的

に解説 し尽 くす ような講演で あった、

具体的には,講 演の中で は,① 交通の要地 として.エ ネルギー基地 として,そ して開

拓 の余地 の大 きい地域 と しての新彊の位 置,② 中国沿 海部 との格差,そ の拡 大,産 業構

造 の遅れ といった現状,③ 現在の沿岸部重点政策,人 材 と資金の流出,制 度改革や技術

の遅れ.私 企業比率の低さ といった問題点,④ ⊥ヒ較優位産業の育成に よる 自力 更生,要

素投 入型か ら技術進歩型への成長方式の転換,郷 鎮企業の育成,国 家 による優遇政策 と

い..ノた必要な方向性 が詳 しく述べ られたが
,そ れ らに関わ って議論 され た論点 ば以下 の

よ うな`謳の.であ りた5

その:ひと..り蟻 開.発経済学で一般化 されている輸 出志向型開発の有効性の問題であ る
。

とい弓裂)は,こ こ新彊で も 「.西の対外 開放区」 をめ ざ して輸出が奨励 されているが
,そ

の;1「心は必ず し.も労働.集約的な ものばか りで な く.石 油や化学工 業 とい った非労働集約

的な ものの比重 も大 きい、、したが って,途L国 に..般 的 とされ ている労働集約産業が輸

出産 業に最 適 とい.層頃rlrjば新帝ジ〕ような資源の豊 富な ところで は当て はまらないのか ど

っか こい.つた問題 が提起 されたD

また第1に.折 彊`C生 産されるイ1.拓がどの手量度 自治区内で精製されているか とい っ力

質調.も出.された,■口答では,.そ.の'卜分が 自治区内,残 りの半 分が隣 りの甘粛省蘭州で精

製されている こ転 まr二精製比率の引上げ努力 も=続け られ.ていることが述べ られ.た、、
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さらに第三に,少 数民族 の問題で ある。 この点では,今 年に も独立派 のテロのあ った

ことが述べ られたが,そ れ は西側報道で言われてい るほ どではな く,大 多数の少数 民族

は独立 よ り経済発展 を望 んで いることが述べ られた。少な くとも現在 の新彊 はウイグル

族 など少数民族の 自治区で はな く,漢 民族 を含んだ多数民 族の 自治区で ある。 それ ら多

くの混在す る諸民族 が共存す る道 を模索 してい るとい う意味で,ひ とつ の世界史的な実

験だ と見 るべ きだ と感 じた。

宋崎教授は10.月3日 よ;111月4日 まで招聘外国 人学者 として京 都大学 に滞在 された。

様 々な重要問題 について意見 交換が可能で あることを示唆 す る講 演会で あった。

(大西 広)


